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外交アジェンダになったか？

——そしてその後
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気候変動枠組み条約・議定書は、
  自然科学の成果とは無関係に成立
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国連気候変動枠組み条約（92年5月末妥結）

• 異様に速やかな妥結（ウイーン条約は交渉開始から妥結まで4年）

• 新規で壮大な目標；温室効果ガスの濃度安定化

• 予防原則を採用 ←cf.ウィーン条約/モントリオール議定書

• Geochemistryの学術用語を条約へ流用 第１条 定義

• 差別化条約 「developed country」という区分け、｢共通だが差
異ある責任 common but differentiated responsibilities｣                        

付属書１国；ＯＥＣＤ＋ＥＣ＋ワルシャワ条約諸国。市場経済移行国は
先進国の経済的義務を免除 →条約が、冷戦終焉の直接産物の証拠

• 本来は理念的条約であった （第４条）約束 commitments

• →冷戦後の理想主義が国際条約の形に具現化
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第二条 目的 

気候系 に対して危険な人為的干渉を及ぼすこととならない水

準において大気中の温室効果ガスの 濃度を安定化させるこ

とを究極的な目的とする。そのような水準は、生態系が気候

変動に 自然に適応し、食糧の生産が脅かされず、かつ、経済

開発が持続可能な態様で進行することができるような期間内

に達成されるべきである。

(→条約の目標は、濃度安定化｡パリ協定は､政治的な事情で、これをよりラ

ジカルなものに修正) 

国連気候変動枠組み条約（国際合意文書の華）



国際緊張の緩和の迂回路としての環境外交
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京都議定書（1997年12月妥結）

• 付属書Ⅰ国に対し、温室効果ガス（6種CO２換算）の排出量
について、法的拘束力のある数値目標を国別に決定

• 1990年の排出量を基準に、2008～2012年の第Ⅰ約束期

間の５年間平均で、ＥＵ－８％、米－７％、日－６％、ロシ
ア０％など。

→事実上の産業活動の指標と考えてよいCO２排出量を、国
際法で規定するのは、国際合意としてまったく異端的

• 柔軟性措置としての京都メカニズム（ＪＩ，ＣＤＭ）

• 排出権取引は米国を引き留めるための項目

→ 米は、ブッシュ政権に交代後、2001年に離脱を決定

パリ協定後､温暖化外交は Ver.Ⅱに

• 温暖化問題の特権性は消え、一般的な国際合意の
形に後退。国際的大義を掲げると同時に、参加国の
経済主権を確認。外交空間はダブルトークの場

• 温暖化外交；統治の特性が反映する外交課題に

• ＥＵ＝主権国家が通商政策の権限を供出した国際組
織→温暖化は通商政策の一つで温暖化外交を主導

• 米国：４年ごとに大統領選。合衆国憲法により、上院
外交委員会に実質な権限

• 中国：自身の国際秩序を追求。｢中華民族の偉大な
復興｣。対外関係法（23年7月1日施行）で習近平外交を明示



人類は、こういう形の問題を考えたことはない
→議会制民主主義は選挙権のある国民の
間での利害の調整

→自然科学の専制？

新しい (Futurology)の時代

• 未来学 Ver.2

1960年代､冷戦体制の固定化時代に未来学が誕生

人口増加･食糧･資源問題として､知識結集の試み

近未来研究＝近過去研究で、現時点を｢異化｣すること

• IPCCの機能の変容と再編

地域別影響予測と適応策の精緻化を

• 日本の課題

アジアにおける温暖化対策での協力

ポスト3･11の時代:日本にとっての脅威

→600年～1000年周期の巨大地震も視野に


